
元院長から指導を受けたことがあ

るというl珂問氏によれば、 元院長は按

数のワクチン 1l~1発に|瑚わったワナチン

の専門家だ。「ワクチンには大変詳し

い医師なので、生ワクチンと不活化ワ

クチンを混ぜるような単純な混合はし

ておらず、海外で製剤化されている組

み合わせなどを参考 に接秘していた

そうだJと岡IJI氏はl話す。

とはいえ、不適切な方法で泌合緩

析していたことが明らかになり、採j(1l

による抗体枚張や叫接主mを実施する

ことになれば、子どもに余分に$1を刺

すことになか小児科医としての思い

とは~1Ill:の結末となる。 その点か ら

も、確立されていない方法による混合

援組は災施すべきでない。

実際に、司王町iが確立されていない

iU合桜舗では、ワクチンの布切J七lが

伴られない可能位も指摘されている。

|ヒ区のケースでは、ワクチンを混合接

事[[されたと思われる子とeものうち、希

望者に区が抗体検在を実施。その紡

栄、過去の感染症旅行予il!ln甜読や論

文などから:[!定される抗体保有率を、

なぜいけ砿い?ワクチン混合接種
小児科医の思いに応える製剤を
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今年4月、 東京都晶川区の小児科クリニックが、小児への予防接種で数種類

のワクチン製剤を混合接種 していたことが判明した。同様のケースは昨年

3月、 東京都北区でも起きた。晶川区の小児科医は、ワクチンの専門家だった。

データは存在せず、尖施してはいけな

い医療行為」との見解を示した。

海外では、ワクチン製剤を混合して

按秘する場合もある。例えば、凍結乾

燥製剤のヒブワクチンを凶棋混合ワ

クチンに溶かしてilUI!IIとし、接航する

ケースがそれに当たる。ただし、見解

を公開lした日本小児科学会で予防接

般感染拡対策委員会委員長を務め

る州111賢官l氏は、 「海外での混合接都

は、臨床試験の結果、有効伯と安全

性が確認された手町lを遵サして行わ

れている」と言う。陸Ii勾では、いずれ

のワクチン製剤の添付文75にも 「他の

品川区が予防接樋事裁を委託して

いた小児科 クリニック(JJ1l'r:は閉院)

で複数のワクチン製剤lを混合扱航L

ていることが発覚したきっかけは「子

どもの予防桜極で、数組宵iのワクチン

を混ぜていたが大丈夫か」という保

他所へのJUIい合わせだった。

品川区が同クリニックを澗在したと

ころ、 l蝉疹風疹iU合 (MR)ワクチン

と水故ワクチン、おたふくかぜ (ムン

プス)ワクチンの3経宵iや、凶続出合

(ジフテリア、百HI虫、破傷j晶、不自TI化

ポリオ)ワクチンとヒプワクチンの2種

類を蹴合接極していたことが分かつ

ワクチンと混合して接値してはならな

いずれも下回っていた。

問u:r氏は、抗体保有時:が1l.!定怖を

下回ったことについて 「手順が耐立

されていない混合桜磁で、!日l待され

る有効jtJがfぜられなかった恐れがあ

る。 混合ワクチン製剤のlm~ê や混合

桜艇の手陣lを検討する際は、有効1'J

がfqられるよう混ぜる町i骨やpl-lなど

が総合的に検討される」と訴す。

現在、日本でも凶種混合ワデチンに

ヒブワ7チンを混合した「五純混合ワ

デチン」の1::J9eが進行中だ。阿川氏は、

「小児刺|豆のtlいに応える混合ワデチ

ンの製剤|品l発が待たれる」と期待して

前述の2ケースで混合楼主IIを災施し

ていた医師の吋い分は 「子どもの肌

に何度も引を車11すのがかわいそうJと

いうものだった。|町IH氏は、 r1，'jI時接
種で4巨l針を車11して泣かせるよりも、

混合接続でl回で済ませてあげたい

という旦1いは、 -/t児科医として私は

理解できるJと共感を示す。品川区の

クリニックの元院長から子と'もが予防

いJ 旨の注意が l'~ i.l

「思いは理解できるJが・

た。l互によれば、院長 (当時)の医師

は2009年4月の開院当初から同械の

lf訟で予防接租を行っていたという。

このうち、区で保存している5:.1c:.分

の干IVi接航記録を割脅したところ、

独自のワクチン混合接航が行われて

(掴谷彩)
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いる。

接磁を受けたある付税も、 「予防桜組

前には、子どものIJIlを脱がせて全身く

まなく診てくれた。子ども思いの医師

だった」 と jli~ り返る。

いたのは358人に上った。2016'1'3月

に発μ した東京都|ヒ|互のケースもIlil

械で、 MRワクチンと水症ワクチン、ム

ンプスワクチンの3f1l!苛iを垂J!I~I に悦合

し、38人に峰村令していた可能位があ

る。同l互によれば、現時点で/.i1J反応な

ど世tr!l!被害の報告はない。

これらのケーλを受け、日本小児科

学会は今年5月28目、 「災なるワクチ

ンをlつにiJtぜて緩やmすることに|到し

ては、そのま'J栄と安全世を I~附l する
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